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４ ⾃転⾞を活⽤したまちづくりの⽬標 

４-１ ⾃転⾞の有効性 

（１）移動⼿段としての機能・効率性 
・機動性が⾼く、移動距離が 5km 程度では最も所要時間が短い交通⼿段とされて

います。 
・⾃動⾞と⽐べると占有スペースが少なく、駐⾞に必要となるスペースの削減が

可能となります。 
・⾃転⾞はエネルギー効率が⾼く、CO2 排出量の⼤幅な抑制に寄与します。 

出典：国⼟交通省 
図 ４-1 各移動⼿段における移動距離と所要時間の関係性 

 
出典：宇都宮市における⾃転⾞通勤のススメ 

図 ４-2 駐⾞に必要な空間の⽐較 

 
                           出典：⼀般社団法⼈廃棄物資源循環学会 

（「循環とくらし」第３号「循環型社会への追い⾵『⾃転⾞』」） 

図 ４-3 輸送機関別の CO2 排出量 



泉南市⾃転⾞活⽤推進計画（2021年3⽉） 

25 
 

（２）⾼齢者の移動⼿段としての可能性 
・近年では、⾼齢者の免許返納後の交通⼿段としても注⽬されています。 
・⾼齢者に使いやすい⾃転⾞の開発も盛んに⾏われています。 

 
出典：経済産業省 

図 ４-4 ⾼齢者の運転免許返納後の移動⼿段 
 

   

 
出典：株式会社 サギサカ、株式会社 協栄製作所  提供：株式会社 T-TRIKE 

図 ４-5 ⾼齢者に使いやすい⾃転⾞ 
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（３）健康増進効果 
・⾃転⾞を⽇常的に利⽤するほど体脂肪が減少することが確認されており、⾃転

⾞を利⽤することで糖尿病などの抑制が可能であると期待されています。 
・また⾃転⾞に乗ることで、40 歳を過ぎたころから衰える腸腰筋等の改善に効果

的であることが確認されており、活動的な体を維持することにも効果的と考え
られます。 

 

【⾃動⾞利⽤と糖尿病の関係性】       【⾃転⾞利⽤量による体脂肪の変化】 

   

出典：国⼟交通省 
図 ４-6 ⾃転⾞利⽤と健康の関係性 

 

 
出典：シクロツーリズムしまなみ 

図 ４-7 ⾃転⾞利⽤による健康維持の効果 
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（４）周遊促進・活性化効果 
・⾃転⾞で複数のポート間を移動できるシェアサイクルを導⼊した地域では、ま

ちなかを訪れた際の回遊⾏動や範囲、滞在時間が拡⼤した効果が確認されてい
ます。 

・岐⾩県⾶騨市では、地元では当たり前の農村⾵景を、⾃転⾞を活⽤して地元の
住⺠や⽣活とのふれあいを創出することで、外国⼈にとって魅⼒ある資源に変
え、誘客に成功しています。 

 

  
出典：公益社団法⼈⽇本都市計画学会                   出典：⾦沢市  

（都市計画論⽂集 Vol.52 No.2 
 「コミュニティサイクルの導⼊がまちの魅⼒に与える効果に関する研究」）                         

図 ４-8 シェアサイクルによる⾏動変化  図 ４-9 シェアサイクルによる効果 
 

 
出典：⼀般社団法⼈中部経済連合会                  出典：（株）美ら地球 

  （機関誌「中経連」2018 年 10 ⽉号 
      「特集 がんばる chubu 観光地域づくり編」） 

図 ４-10 外国⼈観光客を対象としたサイクリングツアー（⾶騨⾥⼭サイクリング） 
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（５）⾃転⾞の有効性のまとめ 
⾃転⾞の有効性として、「接続性」、「幅広い移動⼿段に」、「健康効果」、「魅⼒創出」

が挙げられます。 
⾃転⾞の機能や特性を上⼿く活かしながら、泉南市が掲げる⽬指すべきまちの姿を

実現していくことが望まれます。 
 

   

接続性
⾼い機動性や省スペース性を活かして、きめ細かく
まちや交通を結ぶことが可能です。
幅広い移動⼿段に
⾼齢者にも使いやすい⼯夫により、幅広い層に対応
した⼿段の確保が可能です。

健康効果
⾃転⾞に⽇常的に乗って移動する習慣をつけること
で、成⼈病予防や健康維持が可能です。

魅⼒創出
⾃転⾞の回遊性により、地域の魅⼒創出が可能です。
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４-２ ⾃転⾞を活⽤したまちづくりの⽬標 

２章〜４章で整理した、泉南市の現状、⽬指すべきまちの姿、⾃転⾞の有効性を踏
まえ、泉南市の⾃転⾞を活⽤したまちづくりの⽬標を以下のとおり整理しました。 

⾃転⾞を活⽤したまちづくりの⽬標として、「⾃転⾞で、便利で快適な移動・⽣活を
創出する」、「特に、⾼齢者が安全・上⼿に使えるツールとする」、「⾃転⾞により健康
を増進する」、「⾃転⾞を活かして周遊・地域活性化を促進する」を掲げ、⾃転⾞の機
能や特性を活かしながら、泉南市が⽬指すべきまちの姿を実現していくこととします。 
 
 

泉南市の現状

⾃転⾞の有効性

接続性
⾼い機動性や省スペース性を活かして、きめ細かく
まちや交通を結ぶことが可能です。
幅広い移動⼿段に
⾼齢者にも使いやすい⼯夫により、幅広い層に対応
した⼿段の確保が可能です。

健康効果
⾃転⾞に⽇常的に乗って移動する習慣をつけること
で、成⼈病予防や健康維持が可能です。

魅⼒創出
⾃転⾞の回遊性により、地域の魅⼒創出が可能です。

地域拠点の機能、
利便性が低下

きめ細かい
地域内交通の不⾜

健康に対する
不安が増加

集客資源を活性化に
活かせていない

⾃転⾞の機能や特性をうまく活かして、泉南市が⽬指すべきまちの姿を実現していく

⾃転⾞で、便利で
快適な移動・⽣活
を創出する

⾃転⾞により健康
を増進する

⾃転⾞を活かして
周遊・地域活性化
を促進する

特に、⾼齢者が安
全・上⼿に使える
ツールとする

⽬

標

 
 
 
 


